
　

平成２５年度磐田市特別支援教育体制
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【通級指導教室】 対象：通常の学級での学習に概ね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童
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【幼稚園・小中学校】

＜園・校内体制の整備＞

浜松特別支援学校磐田分校や袋井特別支援学校
見付分校との連携
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特別に支援を要する園
児・児童生徒の報告

判断・必要に応じ就学相談

【母子保健事業】

1歳6ヶ月、3歳児検診、乳幼児

相談等の実施

【子育て支援システム連絡会】

園児を対象とした支援方法を検

討する。

（健康増進課母子保健係)

【幼児ことばの教室】

磐田中部小学校、豊田南小学

校に設置

＜役割＞

就学前の子どもの発達や、言葉

の指導・相談を行う。

【発達支援センター「はあと」】

磐田市総合健康福祉会館内に

設置
＜役割＞
発達に心配のある子どもを対象
に並行通園、親子通園、家庭通
園、相談を実施
（健康増進課母子保健係）

【障害児保育】（こども課）

豊田みなみ保育園「ぎゅっと」

こうのとり保育園「こひつじ」

【児童ディサービス】

こども発達支援ホーム

「いわしろ」

ひなたぼっこ「心愛」「心愛つう」

LD等通級指導教室「すまいる」

磐田中部小学校に設置

＜役割＞
学習の一部分に極端なつまずきがある児童、友達とのかかわりにつ
まずきがある児童などに対して、個に応じた指導に努め、適応を図る。

言語通級指導教室

磐田中部小学校・豊田南小学校に設置

＜役割＞

構音障害や吃音等の軽度の言語障害のある児童に対して、早期発

見・早期療育に努め、適応を図る

聴覚に課題がある児童生徒
については、浜松聴覚特別
支援学校へ通級
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【就学指導委員会】
○ 改善点

・ 市内に審議対象者増加している傾向を受け、年4回とし、審議者の分散を図り一人に

かける時間を確保する。

・ 学校が就学指導を必要と判断した児童生徒全て(通級指導教室対象と思われる児童

も含む)を年度当初に事務局に提出する。

・ 専門調査に対する保護者の了解が得られている･いないを問わず、市教育委員会に

報告するとともに、保護者の了解が得られているケースから随時専門調査を実施する。

・ 専門調査の流れは今年度とほぼ同様であるが、実施時期をより明確にする。

【特別支援教育関係職員の資質向上】

個々の児童生徒のニーズに応じた研修の実施

○ 専門研修会（対象：特別支援教育コーディネー

ター） 年3回
○ 初級研修会（対象：特支・通常学級担任)年2回
○ 支援員研修会（対象：市費教育支援員）年3
回

「はあと」や「すまいる」、「磐田分校」と連携し、支援員

個別の指導計画と個別の

教育支援計画の作成

担任や保護者の気づき、情報収集

こども課（幼稚園・保育園支援室）

○ 幼稚園カウンセラー、子育てカウンセラー
○ 幼稚園特別支援員

【支援員等の適正配置】

○ 教育支援員

子ども一人一人に応じたよりきめ細かな指導の充実

を図ることを目的とする。(今年度8人増)
心の相談室等で児童生徒の相談や支援等を行う。

【個別ケース検討会議】

学校、医療、福祉、保健、児童相談所等

・ 包括的支援が必要な場合に当該学校(園)で行動

連携について協議・推進

【専門家チーム会議】

医師、大学教授、巡回相談員等で構成する専門家

チームが、支援の程度が難しい子どもが在籍する小･

中学校へ年３回程度訪問し、支援についての協議を行

う。

・学級の支援体制についての指導助言

・LD、ADHD、後期の自閉症の判断

【巡回相談】
（日程調整は、はあとで実施）

各小中学校にて年間4回程度実施

・担任へのコンサルテーション
・行動観察、心理検査等の情報収集、情報提供等

障害の有無にかかわらず一人ひとりの子どもの教育的ニーズを的確に把握し、支
援・指導にあたる教職員の意識と専門性を高める。

個別の指導計画及び個別の教

育支援計画の見直し

（ケース検討会議

校(園)内委員会での検討

・実態把握と課題の焦点化 ・目標(長期・短期)の決定 ・支援の

方向性の決定

特別支援教育コーディネーター

「気づき」をつなげるキーパーソン

学年会等での実態把握

今年度の重点課題
○ 特別に支援を要する園児・児童生
徒の実態を的確に把握し、情報の一
元化を図る。

○ 通常学級における気になる子ども
の「個別の指導計画」及び「個別の教
育支援計画」について、研修会等を実
施し、定期的な評価を行う。

支援の実際
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磐田市あったかトータルサポート
乳幼児期からの組織的で一貫した支援体制の強化を図るため、磐田市の関係

各課との連携を図る。


